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小
中
一
貫
校
の
開
校
式
を
中
央
公

民
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

横
尾
俊
彦
市
長
は
式
辞
で
「
一
貫

教
育
の
始
ま
り
が
文
教
都
市
・
多
久

の
教
育
元
年
と
な
る
よ
う
、
市
を
挙

げ
て
力
を
注
ぎ
た
い
」、
江
口
吉
則
教

育
委
員
長
は
告
辞
で
「
小
中
一
貫
教

育
は
市
の
教
育
の
集
大
成
で
す
。
地

域
に
開
か
れ
た
学
校
、
そ
し
て
家
庭

と
学
校
が
手
を
取
り
合
っ
て
子
ど
も

た
ち
の
未
来
に
向
け
て
歩
ん
で
い
き

ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
中
央
校
、
東
部
校
、
西

渓
校
に
校
旗
・
校
章
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
誓
い
の
言
葉
で
は
、
中
央
校

の
生
徒
会
長　

梶
原
睦
美
さ
ん
が
「
私

た
ち
、
児
童
・
生
徒
が
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
、
自
信
を
持
っ
て
楽
し
い

と
答
え
ら
れ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め

ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
最
後
に
、

来
場
者
全
員
で
3
校
の
校
歌
を
力
強

く
斉
唱
し
、
式
典
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　

児
童
・
生
徒
の
通
学
支
援
の
た
め
運
行
す
る
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
出
発
式
が
、待
機
所
と
な
る
浦
山
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
跡
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
小
中
一
貫
校
の
開
校
に
伴
い

通
学
距
離
が
2
㎞
を
超
え
る
小
学
生
と
、
6
㎞
を
超

え
る
中
学
生
が
利
用
し
ま
す
。
車
体
は
、
子
ど
も
た

ち
を
安
全
に
送
迎
す
る
た
め
注
意
喚
起
の
黄
色
に
し

ま
し
た
。

　

市
内
全
域
で
17
台
、
24
路
線
を
走
り
ま
す
。

各
小
中
一
貫
校
校
長
に
聞
く
　
学
校
経
営
へ
の
抱
負

行政からのお知らせ

５
月
の
定
例
教
育
委
員
会
は

9
日
㈭

小
中
一
貫
校
開
校
式

ス
ク
ー
ル
バ
ス
出
発
式
を
行
い
ま
し
た

　

時
間　

10
時
～

　

場
所　

市
役
所　

第
２
委
員
会
室
（
傍
聴
は
自
由
で
す
）

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会 

教
育
総
務
課�　
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多久の義務教育9か年の新たな挑戦

　

東
部
校
は
、
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
と
し
て

小
・
中
学
校
の
教
職
員
が
共
に
指
導
で
き
る
よ
さ
を

生
か
し
、新
た
な
教
育
活
動
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

『
本
年
度
の
教
育
目
標
』

　

思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
学
ぶ
意
欲
に
満
ち
た

児
童
・
生
徒
の
育
成

『
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
広
げ
る
教
育
を
』

　

4
月
2
日
の
開
校
式
で
は
、
生
徒
会
長
の

上か
み
こ戸
慎し
ん
や也
さ
ん
が
、「
周
り
の
人
を
思
い
や
る
『
誠

実
さ
』
を
育
み
、未
来
へ
の
『
夢
』
を
高
く
持
ち
、

意
欲
を
持
っ
て
『
実
践
』
し
て
い
き
ま
す
」
と
誓

い
の
言
葉
を
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。
し
っ
か
り
受

け
止
め
、
全
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
教
育
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
経
験
を
超
え
た
よ
り
価

値
の
高
い
方
策
を
生
み
出
す
た
め
の
柔
軟
な
発
想

を
求
め
続
け
て
い
き
ま
す
。

誠
実
・
夢
・
実
践

東
原
庠
舎
東
部
校

　
　

校
長　

古
賀　

一
哉

私
た
ち
教
職
員
は
、
児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、

○
自
分
の
夢
や
希
望
は
何
か

○
今
の
自
分
の
行
い
が
成
長
に
つ
な
が
る
か

○
今
の
自
分
は
他
人
の
役
に
立
っ
て
い
る
か

な
ど
を
自
分
に
問
い
か
け
、
教
育
活
動
を
学
校
生

活
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。

『
本
年
度
の
重
点
的
な
取
り
組
み
』

１�

．
夢
や
希
望
を
軸
に
、「
キ
ャ
リ
ア
教
育
（
進
路

指
導
）
を
充
実
さ
せ
ま
す

２
．「
思
い
や
り
や
感
謝
」
を
軸
に
、

○�

全
児
童
・
生
徒
が
「
ト
イ
レ
磨
き
活
動
」
を
体

験
で
き
る
よ
う
充
実
さ
せ
ま
す

○�

学
校
や
地
域
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

る
た
め
、
校
舎
へ
の
「
感
謝
の
礼
」
を
奨
励
し

ま
す

○�「
命
」に
対
す
る
真
剣
な
思
い
と
真
摯
な
態
度
を

培
う
「
命
の
教
育
」
に
取
り
組
み
ま
す

大
き
な
夢
の
実
現
に

　
　
　
　
　
向
か
っ
て
！

東
原
庠
舎
中
央
校

　
　

校
長　

太
田　

春
美

『
学
校
教
育
の
方
針
』

　

地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
と
歩
み
、
地
域
に
信
頼

さ
れ
る
学
校
を
目
指
し
て
、
郷
土
を
愛
し
、
21
世

紀
を
「
生
き
抜
く
力
」
を
育
み
ま
す
。

　

ま
た
、
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
、「
思
い

や
り
【
恕
】
と
た
く
ま
し
い
心
」
を
育
て
る
こ
と

を
目
標
に
創
意
あ
る
教
育
を
展
開
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、
自
ら
学
び
、

心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
西
渓
っ
子
育
成

の
た
め
に
、
伝
統
あ
る
釈
菜
の
舞
、
腰
鼓
な
ど
し
っ

か
り
継
承
し
ま
す
。

『
本
年
度
の
重
点
的
な
取
り
組
み
』

○�

さ
ら
な
る
学
力
の
向
上
・
定
着
「
教
師
の
授
業

力
（
指
導
技
術
等
）
の
向
上
」
を
目
指
し
ま
す

○
心
の
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す

｢

学
校｣

で
学
び
、｢

家
庭｣

で
育
ち

｢

地
域｣

で
伸
び
る｢

西
渓
っ
子｣

東
原
庠
舎
西
渓
校

　
　

校
長　

今
泉　
　

弘

4
2

4
8

▲テープカットの後出発
　するスクールバス

▲�中央校校旗・校章の授与

▲�東部校校旗・校章の授与

▲会場全体で校歌斉唱

▲西渓校誓いの言葉

連載 No. 2


